
ニ
ケ
年
間
貯
蔵
し
上
る
小
歩
瀞

の
品
質

_こ
裁
て

･=
,Y

中

土

本

庄

益

雄

鰭

言

I-～
1
小
琴
椅

･?盤
紛
bJ
後
の
朝
鮮
物
は
･
地
常

嘉

き
粉
｣
F
l
eS
h

F
IL.ttr

と
解
し
･
兇

ハ
ン
性
省
る
が
舵
に

之
空

し

長

r
,Jn
粒
%
'せ

ば
'
相
は
'
｢
締
れ
て
｣
A
g
il一g
仕
門
は
隼
増
せ
ら
る
1
と

凋
ほ
ろ
1

な
-
.

然
れ
ど
も
､
小
容
粉
の
比

例
貯
純
山
域
介
は
､
小
番
杓
の
仲
鈍
に
此
L
t
品
円
,心
壁

化
を
パ
ポ

り

払

き

こ

と
､

一
修
i{
な
る
を
確
忽
せ
ら
る

る
を

以
て
'
原
錐
方
淡
に
耗
き
て
は
､
更
に
細
心
の
‥望

凪
を
要
す
る
な
-
0

Eiii]
C.-
文
蝕

に
伐
る
に
,
外
聞
窪
小
沓
粉
の
貯
弛
柳
慨
は
･
骨
油
五
-
六
ケ
月
と
耶
せ
ら
れ
､
傭
仲
良
好
な
る
切
<
=
は
､
ニ
ケ
年
間
或
性
そ
れ

以
上
､
何
等
む
分
化
を
蒙
る
こ
と
な
-
､
‖仙
餌
の
保
条
を
然
し
得
る
と
云
ふ
C
然
る
に
､
本
部

産
小
変
粉
の
酔
曲
別
榊
1
.
池
常
澱
粉
後

.
二

ケ
月
と
せ
ら
れ
､
以
後
は
漸
次
餌
印
を
光
れ
す
JJ
云
ふ
.
之
外
国
産
と
本
部
産
と
の
肝
料
小
芽
の
性
質
に
相
違
あ
る
に
囚
る
こ
と
多
大
な
-

JJ
M
心
糾
せ
ら
る
な
-
｡

而
し
て
小
替
粉
の
貯
地
価
件
中
'
水
分
合
丑
の
多
少
は
､
其
の
n仰
符
に
及
ぼ
す
彩
替
地
も
人
に
し
て
'
米
国
に
て
は

小
番
粉

の
規
格
と
し
て
､
粉
の
咋
分
合
北
は
'
1
五
%
以
下
と
定
め
ら
れ
た
る
も
､
本
邦
の
如
き
多
渦
の
闇
に
祈
･=
て
は
､
粉
の
水
分
合

=
Wt

は
､
少
-
も

二
l豪

以
下
に
あ
ら
ざ
れ
ば
､
叔
糊
の
仰
僻
に
堪
え
得
ざ
る
べ
L
o
叉
.i

淑
容
器
は
'
怖
封
可
潤
な
る
防
潔
容
船
を
吋
と
す
べ

も

貯
搬
場
所
は
'
外
気
の
形
轡
を
受
-
る
こ
と
少
き
'
乾
燥
冷
所
を
攻
ぶ

べ
き
は
､
1
般
澄
物
の
肺
臓
の
場
令
と
仙
特
典
る
鹿
な
き
な
:1

ニ
ケ
年
間
肝
繊
し
た
ろ
小
輩
掛
の
品
田
に
叔
て

二
六
七



ニ
ケ
年
間
町
催
し
た
る
小
輩
掛
の
品
班
に
庶
て

二
｣ハ
八

本
試
飴
は
'
貯
減
小
者
粉
の
水
分
含
先
の
相
q
'
恥
に
貯
淑
客
船
の
相
邦
が
､
小
繋
粉
の
日

置

に
及
ぼ
す
影
抑
･.:
のか
爪
を
知
ら
ん
が
飛
施
行

し
た
る
も
の
に
し
て
'
昭
和

∵

希

二
i
月
'
壮
快
程
度
を
輿
に
す
る
二
柾
の
小
野
粉

(
水
分
令
‥竺

二
%

及

7
仙
〆

)

を
防
出
社
庇
の
男

な
る
川
櫛

の
･..称
祥

(
ガ
ラ
ス
瓶
'
防
搬
紙
袋
､
紙
筆

木
紬
袋
)
に
嫁
月
し
'
肝
臓
試
験

q̂
開
始
せ
-
｡
和
し
て
S｡
利

一
五
年
三
月
'
(
仰
鵡

後
ニ
ケ
外
敵
)
に
於
け
る
HM
腎
訓
爺
の
純
理
を
'
本
報
文
に
迷

+(
ん
と
す
.

第

l

章

貯

蔵

試

敬

の
方

法

(

一.)
試

料

仙

風
k:3
料
小
安
は

'
昭
和

一
二
年
六
月
収
椎
の
常
研
究
所
作

tf
は
小
参

-こ
し
て
'
同
年

7
C
月
末
.
山
越
式
テ
ス
ト
'
ミ
ル
に
位
-
て
製

耕
し
た
る
も
の
な
-
O
貯
枇
紛

山
水
分
合
骨
は
'

1
川
%

(
製
粉
帯
咋
む
は
)
及
び

1
二
%

(刻
粉
庇
後
冊
払
火
力
乾
煉
横
に
供
-
て
乾
燥

す

)
り
∴
純
に
し
て
'
A.7.肘
と
し
て
〓
;3
た
ろ

即
純
小
春
柁
山
車
介
令
_I;北
は
t

l
つ
･五
〆

な
り
O

二

:)
貯

T
Y
･

汝

(

1
)

貯

耗
容

絡

ガ

ラ

ス

枕

(
エ
ー
テ
ル

一
p
id
入
山
紬

ロ
カ
ラ
ス
粧
)

防

混

紙

袋

(
日
本
塗
釈
工
基
曾
酢
粟
の
防
渥
紙
袋
に
し
て
'
ク
ラ
フ
ト
紙
.二
枚
､
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
紅

t
枚
柵
)

紙

焚

(
市
販
の
･eT･t
物
二
f
･入
紙
袋
に
し
て
'
ク
ラ
フ
ト
紙
捌
放
れ
)

木

･.･E

袋

(小
管
紛
二

二
比
人
の
木
紬
蓑
)



(2
)
節

減
場

所

沓
研
究
所
内
倉
雌
(肝
臓
場
所
は
､
外
誠
に
比
し
比
樺
的
低
唱

且
っ
華

凧
少
-
し
て
'
分
畑
と
し
て
は
此
暇
的
艮
介
塵
な
-
)

(
-'u

試

験

髄

:]･JI

器

ガ

ラ

ス

瓶

朽

防

滋

紙

袋

匪

･!

紙

袋

阿

山

木

綿

袋

Yi=

小

賓
粉
水
分
介
.rA

1
二

%

1
1叫

〆

一
二
好

一
州

〆...

7
二
%

T
阿
〆

】
二
〆

一
個
〆

- 一一 一一一 - Jt 八 flI:A
0 0 0 ⊂)⊂)~ .読
鹿 二牡 鹿 庇 庇 こき 鹿 放 苛.I

(封

順
)

描
(
ガ
ラ
ス
瓶
)
紘

小
琴
粒
水
分
(
･=
=叫

1〇
･禿

頭

-- f)I:-
瓦 .拭
Ri;-1ri-

ニ
ケ
年
間
貯
噂
L
た
る
小
繋
掛
の
品
田
に
純
て



ニ
ケ
年
間
貯
許
し
た
る
小
輩
粉
の
品
E
i
に
威
て

第

二

章

貯

蔵

の

結

果

二
七
〇

附
加

一
五
年
三
月
に
'
各
課
料
に
就
き
て
､
貯
些

1年
四

ケ
月
後

の
‖州
印
訓
非
を
行

へ
-
.
仰
封
肘
と
し
て
軸
ひ
し
肺
批
小
炎
粕
は
'
製

粉

の
上
､
比
較

研
究
に
伏

せ
-
o
以
下
各
調
黙
切
目
に
甘
耳

で
､
貯
縦

の
結
北
を
蓮
ぶ
れ
ば
､
攻

の
如
し
.

(

〟

)

小
穿
粉

の
i
]浬
並
に
央

貯
減
小
安
粉

の
色
甘
捌
か
は
.
ベ
ッ
カ
ー
法
(
p
e
k
ar
C
o
lo
r
T

est
)
及
び

ヨ
ル
ゲ

ン
ゼ

ン
'
ガ
ソ
リ

ン
色
別
他
姓

(J
og
e
n
s
e
n
s
G
a
so
l
ine

C
o
to
r
V
a
tu
e
)
に
依
-
検
定
せ
-
c

-ヽノ
c3

ガ

ソ
リ

ン
色
別
仰

(
G
a
s
.
1iロ
e
C
.
1o
r
V
a
tu
e
)

ガ
ソ
リ
ソ
色
前
例
は
､
小
峯
托
父
は
粉
の
色

材
を袈
‥ポ
す
る
故
紙
に
し
て
'
小
琴
軸
皮
巾
に
作
在
す
る
[･'17
也
々
系

(ii1
と
し
て
力
｡
ナ
ソ
)
を
'
ガ
ソ
リ

ン
に
て
州
出
し
t
TiJJ
の
色
伽
を
'
惜
唯
色
調
と
.皿
松
す
る
た
り
0
m
{
小
範
扮
二
rU
瓦
に
'
巾
取
カ
ソ
リ
ソ
Li
∵
.
.L
誓
〃)九日
へ
て
'
二
∩
分
冊
取
舵
出
場

を
岱
L
t

〟

F.=汝放
EJ
後
場
過
-
､
鳩
･舵
bl･
色
孤
を
'
デ
ポ
ス
ク
比
色
計

モ
nj
ひ
て
､
ク
ロ
ム
酸
加

甲
だ
琳
色
翫

北

と
比
帖
す
'
併
和
紙
の
此

型
は
tt
･(

丸
瓦
ク
ロ
ム
鞍

加鞍
を
t

i
五
分
の
一
モ
ル
的

i
粍
鹸
加
平
九
･.S
酢
と
一
五
分
の

i
モ
ル
新
i
J.触
厳

ゾ
㌧

空
.
･rq.邪
と
S
.融
合
物
た
る
撰
両

地

に
油

解

し
'
史
に
使
朋
に
際
L

一
∪
分
の
一
に
柿
印
す
O
〇
･O
C
五
%
ク
ロ
ム
戟
加
牢
の
葡
色
々
満
を
'
ガ
ソ
リ
ソ
懸

(

(;asoT,'t1つ
N
o･)
i
と
定
む
O

巴
揮
及
び
兄
山
翰
止
結
果
は
､
第

‥
末

の
如

し
｡

節

7
裂
に
伐
れ
ば
､
貯
枇
小
歩
粉

山
色
浬
は

1
椴
に
'
貯
弘
巾

S自
然
汗
白

に
依
-

て
'
裡
色
し
､
純
由
色
比
を
竹
し
た
り
｡
又

水

分

へ
=

=;聖

二
〆

の
試
料
は
､
水
分
合
=聖

的
〆

の
誹
料
に
比
し
て
､
磁
位
少
き
が
故
に
､
貯
鵡
巾

カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
の
如
き
i:･,.
色

々
糸

の
倍
化
作
用

が
t

I
鮮
桝
迎
せ
ら
れ
'
何
れ
の
容
器
に
於
て
も
'
ガ
ソ
リ

ン
色

朗
帆
は

､
減
少
せ
し
良
-
.



小 番 粉 の 色 柁 及 臭節 - 衣

し狂) 色掛まAlは､El浦製粉や敢PJ晶軸力晶一等の蕪而色掛 二､A2は菰ju晶三

等の鼎m色辞に相笛すoAlはA_･に比t色揮鞘 Lo

貯
搬
小
穿
粉
の
典
に
於
て
は
'
防
搬
紙
袋

一
川
%
鮮
及
木

綿
袋

1
円

〆
位
の
試
料
は
'
棉
劣
る
か
の
如
き
感
あ
り
L
も

1
舷

に
明
瞭

に
.i
別

を附
す
能
は
す

C

(二
)

小

穿

粉

の
水
分
令

=:-i

貯
淑
小
変
粉
の
水
分
訓
Lt
.･は
､
秤
立

替
を
用
ひ
て
常
法
に

依
.リ
･
又
小
安
粒
の
水
分
検
定
は
､
ブ
ラ
ウ
ン
'
デ

ユ
パ
ル

扶
法

(
B
row
n･D
uvel
E
eth
od
)
に
映
れ
-
Q
共

の
打
.･Ff

は
､

第
二
鼓
の

如

し

Q

ZTll二誠 小穿粉の水分合鼠

試 堤 防 印冠水分合E!

ガ ラ- (:I:≡ 形12.795･14.24■7

I- - (112.;o:, 13.08813.653

紙 袋 Kt:2.≡ 13.80513.452

木 鮒 袋 .雄 ;≡ 13.66613.731

ニ
ケ
年
間
貯
臥
し
た
る
小
賓
粉
の
品
餌
に
就
て



二
ヶ
年

僻
貯
催
し
た
る
小
輩
冊
b.t晶
昭
に
虎

て

｣

..

弟

二
女
に
伐
れ
ば
'

ガ
ラ
ス
瓶
貯
貼
同
比
､

貯
曲
の
前
後
に
於
て
､
水

分

含

‥.粥

に

､

佃
等
の
.ehi化
を
認
め
ぎ
-
L
も
'
他
の
pi
に
在
-
て

は
'
貯
減
中
､
多
槻
就
料
は
水
分
を
追
放
し
'

少

渥
S
r糾
比
水
分
を
吸
収
し
'

何
れ
も
水
分
含
茄

≡

l.･五
%
内
外
に
按
近
し
､
貯
壁

HU
の

差
を
縮
少
す
る
に
室
れ
わ
｡
断
る
現
象
は
'
儲
物
を
非
防
城
代
布
港
に
貯
赦
せ
る
場
合

に
Itq
々
比
ら
る
1
塩
に
し
て
'
憤
物
の
水
分
と
外
見

の
水
分
と

は
ヤ
術
に
旭
せ
ん
と
す
.ろ
材~
向
隻

祁
す
も
む
な
り
｡
柑
+

筏
験

に
て
は
防
滋
釈
袋

の防
潮
劫
;1
を
十
分
に
認
め
得
ぎ
り
し
な

,1
)

(≡
)

小

凄

粉

の
酸

度

貯

弧
小
歩
粉

の
恨
蛙
検
定
は
'
滴
･:止
酸
庇
及
pH
旧
に
依
り
て
奉

桝
せ
り
0

.ヽノ
ーl

滴

定

恨
皮

.q

定
酸
性
の
測
定
に
は
'
小
雀
柑

…
八
瓦
を
事

..c
c'二
的
布
に
謀
り
て
､

拭
軒
ガ
ス
を
撤
去
せ
る
裾
‥滑
水
二
,)
O
ce
を
加
へ
､
四

(り桜
の
定
渦
洛
中
に
,<

れ
'
時
々
茄
漁
L
t

i
時
閥
律
は
過
す
｡
鳩
慣

一
二
O

代に
仰
t

i.10
分
の
-
規
定
f?
性
ソ
ー
タ
液
に
て
'
7
エ
ノ
ル
7
タ
レ
ソ
を
巧
ポ
葵
と
し
て
帆
牢
T
｡

二
〇
分
の

l
規
定
苛
性
ソ
ー

〆
の
"
ce
は
'
〇
･〇
.4
%
孔
簡
々
蝶

に
相
潰
す

｡

F
nu
..
岬

･1

前

項
の
水
浸
液
に
付
,
比
色
法

(
ク
ラ
ク
･
氏
指
･前
車
炭
火
梓
減
紙
田
敢
触
甲
ア
ス
ト
ペ
･
･(
I
)
に
依
｡
て
測
定
や
｡
.

右
方
淡
に
依
る
調
速
の
結
淡
は
､
節
三
寒
の
如
し
｡

禦

一女
に
あ
れ
ば
ガ
ラ
ス
瓶
貯
離
私
以
外
の
容
器
に
在
-
て
は
､
貯
減
に
休
-

て
､
滴
定
酸
鑑
は
増
加
し
t
pH
肌
の
減
少
せ
る
を
以
て
､

1
股
に
酸
度

の
相
加
を
水
せ
る
な
-
｡
叉
水
分
含
億

7
叫
%
の
試
料
は
'
水
分
倉
並

7
二
〆
の
試
料
に
此
し
､
壁
質
の
砕
鉱
大
に
し
て
､
較

政
の
高
き
傾
向
を
認
め
た
り
.



a写三女 小 牙 粉 の 酸 度

L -̂ 昏 払 憲 .孟o&H㌘C.)-PH慣

し ガ ラ ス叫11;≡ 1.髭) 6.61.80 6.6

防舶披- 千ll;≡ 3.10 5.85.10 5.8

4.80 5.8

木 鮒 袋 席f:;;o: 4.80 5.94.70 5.8

(料
)

小
番
粉
の
化
啓
成
分

貯
減
小
番
粉
の
化
噂
成
分
)竺

骨
法
に
任
-
訓
Lt'せ
る
紡
墨
は
'
弟

川
虫
の
如
し
｡

第
地
表
に
伐
れ
ば
'
貯
鵜
中
に
於
け
る
化
妹
成
分
の
礎
化
は
'

攻
の

如

し

.

∵
ヶ
年
閲

貯
徹
し
た
る
小
峯
粉

の

品

田
に
庇
て

21日_～･衣 ,トガ粉の 化噂 的成分 (乾物1〔氾分申:)



ニ
ケ
年
間
貯
鎚
L
た
る
小
野
相
の
品
.箆
に
庇
て

二
七
凹

(1
)

並
..

白

質

雀
白

lar
介
立

は
'
ガ
ラ
ス
瓶
貯
政
市
以
外
の
容
器
に
在
り
て
誓

何
れ
も
柵
減
少
せ
-
｡
如
ち
貯
枇
催
件
の
不
良
な
る
場
合
､
式
白
描

の
分
解
作
用
が
進
行
し
､
プ
!1
テ
オ
ー
ス
､
ア
ミ
ノ
酸
の
生
成
を
促
し
'
粉
の
鮮
明
を
氷
せ
し
結
薫
な
-
と
認
め
ら
る
o

(2
)

猷

n+}-

欽
=加
を
定
竜
せ
し
緋
火
は
､
粉
の
劣
蜂
群
庇
を

1
牌
明
確
に
残
し
得
た
-
｡
即
ち
粧
仰
純
は
殆
ど
埠
机
を
豪
ら
ざ
-
L
を
以
て
'
数
n.･_77

虹
も
多
く
'
粉
貯
蝿
場
合
は
､
何
れ
も
多
少
の
坦
質
藍

が
-
て
､
鋸
.1叶
は
'
夫
々

廻
田
柑
虻
に
鮎
じ
て
摘
発
せ
る
な
り
｡

即
ち
ガ
ラ
ス
瓶
肺
曲
低
まは
猷
求
の
減
少
=#
も
押
微
な
り
L
も
'
他
の
容
群
に
祁
-
て
紘
'
其
の
離
‥加
は
粒
貯
蝿

の教
‥井
に
比
し
三
分
の

二
-
二
分
の
一
茄
に
減
少
せ
-1
｡
叉

1
般
に
､
水
分
令
丑

1
捌
%
の
試
料
は
､
水
分
令
=.+≠
一
二
〆
の
試
料
に
止
し
'
劣
封
庶
火
に
し
て
数

丑
は
少
L
o
防
滋
紙
袋

小
四
〆
挺
Lt
於
て
'
叡
先
の
定
=加
拙
作
不
能
な
-
し
.は
'
粉
3
劣
班
兆
し
か
-
L

故
な
ら
む
も
､
紙
袋
巧

木
綿

袋
柿
の
一
例
〆
試
料
に
比
較
し
､
肌
に
軌
丑
の
減
光
せ
し
印
的
･ij
'
明
か
な
ら
ず
.

(
り
=
)
脂

肪

脂
肪
合
‥加
も
亦
､
貯
曲
に
依
-
て
'

一
般
に
減
少
せ
L
は
､
貯
批
中
に
於
け
る
脂
肪
の
分
鮒
に
困
る
な
-
.
如
ち
ガ
ラ
ス
瓶
貯
純
'i
･

防
混
紙
袋

1
二
〆
帖
は
'
指
肋
の
減
宣
比
較
的
裾
微
な
-
L
も
､
他
の
詐
器
に
在
り
て
は
､
何
れ
も
､
粒
貯
減
の
脂
肪
合
流
の
二
分
の
1

-
五
分
の
一
冊
に
減
少
せ
-
o
X
i
舷
に
水
分
含

n:.:

.多
き
試
料
群
'
脂
肪
の
減
環
.+/
な
る
傾
向
を
認
め
し
.ほ
､
胎
動
の
け
僻
が
粉
の
8
.-仲日

程
は
･LL併
行
せ
し
結
;i
な
-
Q

(
4
)

澱
粉

､
糊
粘
'
桝
分



搬
粉
の
襲
化
は
J
肘
織
の
結
果
明
断
な
ら
さ
け
き
a

細
粒

は
､
ガ
ラ

ス
瓶
貯
蹴
1ii
以
外
は
､
何
れ
わ
容
器
に
於
て
も
'
合

日
加
梢
少
し
｡
之
貯
城
中
､
糊
桃
の
介
仰
せ
L
に
N
る
も
の
と

認
め

得

べ
-
､
叉
水
分
今
井

l
二
毎

の
試
料
に
､
水
分
含

義

一
州
毎

の
試
射

に
比
し
雄
門
揮
艇
種
微
に
し
て
､
糊
粍
合
n.Tg
も
亦
紺
J<
な
り

｡

折
分
は
､
糊
粕
の
場
合
と
利
放
す
O
即
ち
ガ
ラ
ス
瓶
貯
減
院
以
外
の
糾
分
合
瀧
は
､
仙
れ
も
梢
多
=■北
に
し
て
'

叉
少

混
試
料
は
､
多
混

試

料
に
比
し
､
研
分
合
況
多
き
傾
向
あ
-
｡
之
亦
･&l
縦
に
依
る
曝
質
程
度
と
祁
;:je
の
鮎
聯

あ
る
も
の
と
推
定
せ
ら
る
1
な
-
O

(
五
)

小
資
料

の
粘
度
及
韮
白
分
佃
析
力

肝
臓
小
磐
粉

の
新
鹿
及
蛋
自
分
桝
析
力

(
P
r.
te
O
ly
tic
A

ctivity)
を
1.T/
い
廿
淡

に
伏
-

て
洲
･:止
せ
-
o

机

舷

榔

雌
の
雌
定
は

'

小
輩
扮
七
瓦
に
'

一
〇
〇
舵
の
詐
背
水
を
加
(
て
'
七
1
･･八
分
間
J
沸
し
､
催
全
虎
の
如
才
つ
に
及
び
LJ
加
無
を

や
め
､
M
Ij
唯
に
放

㍍
径
'
生
じ
た
る
税
に
付
き
て
ス
ト
ー

マ
-
粘

健
計
を
用
ひ
て
粘
慢

(抄
収
)

と

柵
足
す
｡
軌

に
誠
河
水
に
付
を
,て
'
測
定
し
た
る
粘

性
(砂
赦
)
と
の
比

を

以
て

改
示

す
.

ーヽ
,
び
玄
白
分

解
前
力

(P
r
.
t
e

o]yti
c

A
c
t
i
v

i
t
y

)

式
日
分
解
活

力
は
'

二
五

瓦小
輩

粉
に
､

一
〇
〇
cc
ト
ル
エ
ン
水

(
訴
潮
水

i
立
に
.
ト
ル
エ
ン
(.J･五
cc
を
加
ふ
)

を
加
へ
て
'
三
七
償
定
温
苫
中
に

Z
牌
･a
糾
化
せ
し
む
3
其
附

t
訳
分
梅
に
振
恕
L
l
博
聞
後
浪
曲
L
波
板
前
O

c｡
に
付
'
フ
ェ
ノ
ー

ル
'
7

タ
レ
ソ
を
指
示
甑
と
し
て
'

1
0
分
の
T
規
定

研
性
ソ
ー
ダ
に
て
肝
桃
色
ま
で
滴
定
す
O
班
に
中
性
フ
ォ
ル
モ
ー

ル
液

一
O
ce
を
添
加
し
､
五
分
間
脚
坦
後
ア
ミ
ノ
酸
を
遊
離
せ
し
め
､

叩
0
分
の
i
税
定

苛
性
ソ
ー
ダ
に
て
弧
バ
ラ
色
ま
で
‥鵬
足
す
O
鞘
慢
に
於
け
る
滴
定

敬
の
差
は
､
逝
離
せ
る
ア
ミ
ノ
酸
む
に
相
恩
す
｡
関
銭
白
分
解
活
力
は
'

10
瓦
粉
よ
り

生
ず
る
ア
･"
ノ
酸
E3
･瞥
申
坤
す
る
に
質
せ
L
前
.a:u棉
定
収
を
以
て
､
琴
一山
す
る
も
の
と
す
o

右
方
法

に
依
る
調
布
孤
某
･は
'
弟
瓦
表

の
如
し
.

ニ
ケ
年
間
,i･=
搬
L
た
る
小
輩
粉
の
=m
位
に
･.禦
,



/rJ',r先夫 ノト響粉の粘度及蛋白分解t.'Fl一力

ニ
ケ
年
間
貯
徹
し
た
る
か
寄
掛

の
品
田

に
厳
て

二
L
J.I【ノ

都
五
衣
に
依
れ
ば
'
粘
度
及
叢
｡
分
解
新
力
の
鎚
化
と
･tL
臓
粉
の

班
:印
程
度
と
は
相
帯
照
竣
な
る
相
関
性
聖
不
せ
-
.
蜘
ち
鍵
質
得
度

畔
撒
な
る
ガ
ラ
ス
瓶
肘
搬
虹
の
粘
度
'
式
日
分
解
抗
力
は
'
抽
貯
賊

の
場
合
と
相
択
な
か
-､1
L
も
'
他
山
容
器
に
在
-
て
は
､
夫
々

粉

の

劣
壁
坪
庭
に
腰
じ
て
粘
度
の
減
少
､
爺
∩
分
解
所
力
の
増
加
を
水
し

叉
.
水
分
合
張

1
二
〆

の
試
料
と
'
水
分
合
=祉
1
何
頭
の
試
料
を
比

校
す
る
も
仝
-
同
様
の
傾
向
堅
不
せ
る
な
-
｡
依
:1
て
粉
の
粘
度
及

故
山
分
解
満
山
の

蟹
化
は
､
猷
印
の
劣
饗
挫
虹
を
知
る
付
効
な
る
尺

度
と
認
め
綿
べ
-
､

後
述
の
パ

ン
性
良
否
と
閥
係
溌
き
を
推
･:心
し
和

ら
る
1

な
り
｡

(

六

)

小
容
紛

山
パ
ン
性
及
勉
什

貯
赦
小
脊
耕

一
C
C
A
に
就
き
て
'
常
法
に
促
ひ
､
パ
ン
性
及
勉
性
定
性
放
せ
し
結
果
は
'
雛
六
衣
の
如
し
0

第
六
衣
に
依
れ
ば

'
7

蝦

に
粉

･肘

張

の
｡ハ
ン
作

は

'

粧
貯
楢
の
パ

ン
什
に
此
し
劣
れ
る
を
蹴
る
Q
ガ
ラ
ス
瓶
粧
臓
Fi
H
叶

の粉
･は
､
概
し

て
｡ハ
ン
性
不
良
な
り
O
如
ち
パ
ン
容
机
に
於
て
仕
'
各

貯
満
粉
は
'
何
れ
も
生
麺
の
膨
張
山
撒
=朋
に
し
て
'
パ
ン
容
机
は
小
な
-
O
叉
水
分

合
=空

川
霧
の
試
料
は
'
水
分

一
二
%
の
紙
料
に
此
L
t
粉

の髄
質
楳
盤
大
に
し
て
'
パ

ン
容
肌
は

-
椴
に
少
L
c

佃
貯
曲
小
繋
粉
に
て
遡

辻
せ
る
パ

ン
の
形
岬
は
､
概
し
て
相
.<
良
な
-
Q
良
に
於
て
雪

ガ
ラ

ス
瓶
肘
躍
匹
の
戊
料
を
除
キ
.て
仙
れ
も
‥

ハ
ン
に
槻
処
乃
可
徴
個
兄



･h
J.I

;'.･
)
,:

､丁

*
.
雷

I/

言

.)･i

瞥
･言

(
酵

)

声
勢
.
怜
fT)
取
･掛
J
)覇
rf･昆
ytrX
盈
序
tf
･
吋
亡
.八
･&
,.it
ヰ
t
)

O

を
作
ひ
た
=1
0
食
味
に
放
て
は
'
紙
袋
'
木
紬
集
に
貯
践
せ
し
試
料

,3.ハ
ン
は
'
租
酸
味
を
作
ひ
て
食
川
に
供
し
W
L
c

攻
に
貯
締
小
穿
粉
の
麹
性
は
､

1
舷
に
､
髄
純
の
外
硯
に
光
伴
を
認
め
ず
C
伸
度
に
於
て
蛭
､
水
分
合

n
竺

何
頭
の
試
料
を
除
き
て
は
'

僻
地
に
依
る
伸
虻
の
減
少
を
認
め
ざ
･El
き
o
炎

に於
て
振
､
防
渥
紙
袋

1
川
%
'
紙
狼

一
川
〆
'
木
組
公
貯
鵡
試
料
の
祖
靴
に
'
多
少
の
稗

+ITヶ
年
聞
軒
越
し
た
る
小
等
粉
の
品
位
に
此
て

二
七
七



二
ヶ
年
聞
貯

F
L
た
る
小
野
紛

m
T山門
に
寧
J

二
ヒ
八

炎
を
作
ひ
た
る
以
外
は
､
何
れ
の
試
料

の勉
も
良
好
な
り
き
｡
禦

jiJ味
に
於
て
は
'
肘
強
に
依
り
て
'
格
別
の
緑
化
を
認
め
ず
,
撒
て
会
用

的
旧
伯
を
低
下
せ
る
も
の
と
認
め
邪
L
c

第

三

章

考

秦

小
委
粉
の
貯
城
中
に
於
け
る
嘩
化
は
､
粉
の
水
分
含

=;.<
､
貯
猫
容
器
'
貯
瀬
切
桝
に
依
-
て
相
柑
ハあ
る
の
み
な
ら
ず
'
肝
料
小
賓

の椛
即

興
粉
程
度
等
に
煉
り
て
も
'
縫
印
材
度
は
'

一
様
な
ら
ざ
る
奉
り
.

本

件..駿
結
北

に

孜
す
れ
ば
､

(
一)

小
座
を
粉
に
て
貯
ふ
る
は
､
粒
貯
張
に
比
し
､
=州
質
の
壁
化
を
蛋
-1
払
く
し
て
､
乾
燥
粉

(
水
分
含
北

l
二
〆
)
の
･'-柿.封
貯
縄

(
ガ

ラ

ス
瓶

)

の
均
分
と
郷
も
､
貯
榊
欄
間
が
二
ヶ
年
以
上
に
ー=
TJ･1n
ば
'
伺

一
催
件
に
て
貯
購
し
た
る
杓
に
此
し
､
粉
の
色
調

の建
化
漸
好
に

し
て
'共
の
他
胴
肋
含
E.+<
'叡
=叫
は
多
少
の
減
少
堅
ポ
L
t
パ

ン
性
を
拙
る
に
'
膨
脱
力
の
仰
少
な
る
減
船
'
形
状
の
不
整
化
は
〃叱
れ
ざ
･1

し
な
-
｡
勉
件
に
於
て
も
'
北
経
の
滑
失
せ
る
を
認
め
た
-
｡
化
し
'
パ
ン
及
観
純

の食
味
に
於
て
は
何
年
の
瀬
色
な
か
-
し
な
-
0

(
二
)
即
赦
小
谷
粉
の
乾
牧
村
虹
の
興
る
場
合
､
∩…
質
の
班
化
は
､
州
骨
川棚
だ
に
し
て

､
一
般
に
少
渦
粉

(
水
分
合
'-='
山
二
〆
)
は
多
滋
粉

(
水
分
令
=聖

ー判
%
)
に
比
L
､
･i
=

購

鋸

;}

良
射

た

-

｡

蜘
ち
前
者
は
､
後
者
に
比
し
､
粉
の
也
梓
､
英
に
於
て
傑
-
'
酸
度
t
.;A.
n
分

解
析
力
､
馴
分
合
=加
:少
-
'
粘
庇
､
数
=空

相
i=
合
E:Tl'多
し
｡
経
て
.ハ
ン
性
､
軸
性
に
於
て
倭
る
孤
児
を
待
た
-
0

I■nJ

)

)

)

0

文
獄
に
伐
れ
ば
･
fl
s
hlrp
氏

(
一九
品
)
は

R

eim

und
氏

(
垂

JJ

G'-M
a
n
g
els
氏

(
垂

S
)
O

H
l
l-on
及

F
ish
e
責

(
一九
声

等

Jは
.
貯
紙
小
委
粉
の
水
分
駅
井
は
〓

亮

に
し
て
､
水
分
人吾
.(
!
川
-

一
五
%
の
場
介
は
'
仰
桃
-2
雌
が
低
渦

(
7
人
促
以
下
)
な
ら
ざ



ノヽ1

る
限
り
'
=州
L門
を
保
介
し
得
ず
と
云
ひ
､
C

F
i
s
he
r
,

Ha
l
t

.n
及

C
a
r
t

er

代
(妄
1.9
)

に
依

れ
ば
'
乾
煉
小
審
粉

(
水
分
含

竺

二
〆
)

r?
鰍
紙
封

貯
満
山
現
今
'

1
ケ
中
桟
巾
帆-:
3
見
事

で
認
め
ず
0
人
分
合
‥II
∵
ハ
露

わ
小
弊
粉
に
.は
轡
娘
を
認
め
'
淑
潤
小
婁
粉

(
水
分
今

立

一
八
〆
)
は
'
半
年
後
に
放
て
'
野
火
を
渡
し
'
七
ケ
月
韓
LJ
於
て
､
他

.k
J牡
じ
､

一
ケ
年
後
LJ_
於
て
蛭
'
甚
し
-
堺
髄
分
榊
せ
り
JJ

の
報
普
あ
-
て
､
=社
町
師
豪
の
報
背
は
t
も
･仰Ti
免
の
糾
粧
し
.I
略

i
致
せ
る
な
-

｡

(

三

)
貯
蹴
容
潜
む
異
る
棚
倉
'
小
変
粉
の
品
LE=
に
及
ぼ
す
影
幣
を
梱
る
に
'
防
淑
売
仝
な
る
ガ
ラ
r(
瓶
貯
根
は
､
防
以
紙
袋
'
紙
袋
'
木

紬
袋
肝
臓
の
三
者
に
比
し
､
貯
就
縛
鼎
数
段
僚
良
_こ
し
て
'
貯
曲
柳
の
パ
ン
性
'
勉
排
は
'
粧
1;
賊
及
析
小
寒
粉
の
そ
れ
に
比
し
､
it
な

る
遜
色
を
認
め
ず
｡
防
槻
紙
腰
は
､
純
袋

､
木
組
腰
好
捕
に
比
L
t
仰
購
鮎
某
柵
良
好
に
.し
て
'
知
性
に
放
て
は
.
大
な
る
稗
塵
な
か
!=

L
も
､
.ハ
ソ
性
に
於
て
は
'
膨
聴
力
'
央
共
に
摩
り
､
食
味
も
可
良
な
る
を
認
め
た
-
.
机
盟
貯
蝉
は
､
防
湖
統
裁
仰
紬
に
比
L
t
柿
第

-
本
紬
袋
貯
曲
と
火
蔦
な
し
｡
即
ち
細
君
は
'
賞
嘆
棚
等
越
し
-
.
粉
の
靭
皮
､
胴
肋
骨
範

の
減
少
棚
に
滞
し
-
.
'ハ
ン
町
は
不
良
､
軸

椎
は
榔
吋
良
の
押
庇
な
-
｡
{].

之
を
文
献
に
触
る
に
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